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技術分野分類  ５００２：生産工学・加工学                      
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概  要 

 

蓄積した多彩な高精度加工技術で、切断、両面加工～単面加工、ラップ・ポ

リッシュ加工・・・に至るまであらゆる技術ニーズにお応えします。現在、研

究・開発段階で加工装置を検討するほど、数量がない。そのような場合にも（財）

ファインセラミックスセンターへご相談ください。高精度加工技術で、さまざ

まな分野に関係するセラミックス研究をバックアップいたします。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

DPF などのハニカム構造材料の機械的特性・熱特性等の試験片は高精度で

加工でき、また、ワックスレス加工も対応可能です。鏡面研磨はウエハ等の薄

片加工も可能であり、非水研磨も対応可能です。（高精度加工例；図-１，２，

３参照） 

本技術の 

有用性 

ラボレベルから量産加工まで、材料評価の信頼性を向上させる高精度なテス

トピース作製ができるため、セラミックスの高性能化、信頼性向上に大きく貢

献できます。 

 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用可能製品 
DPFの開発に必要な特性評価の試験片加工から、SEM 観察、亀裂観察など

のテストピース作成に、高精度な加工が適用できます。 
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材料評価の信頼性を向上させる高精度なテストピース作製ができる 

～セラミックス研究を支える高精度加工技術～ 

図-2 熱伝導率試験片 

0.5mmの芯 

図-1 熱膨張係数試験片 

 
（約3×4×20mm） （φ 10×ｔ mm；ﾊﾆｶﾑ壁厚程度） 

図-3 薄片加工 

（一財）ファインセラミックスセンター 


